
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研 究 主 題 

主体的・対話的で深い学びを生み出す 
学習指導の工夫・改善 

～２１世紀にふさわしいＩＣＴ環境を生かした課題解決型授業をとおして～ 

平成 28年度 文部科学省委託事業 
人口減少社会における ICTの活用による 
教育の質の維持向上に係る実証事業 

 

熊本県高森町 



高森町の教育改革 
○高森町の教育ビジョン 

○高森町の教育戦略 

 

 

 

 

 

 

 

「高森町新教育プラン」 

○ねらい 

 

 

 

○重点施策 
 
 
 

 

 

 

 

コミュニティ・スクール 

高森町教育研究会 教育環境の整備 

ふるさと教育 小中一貫教育 

１ 高森の子どもたちに「確かな学力」と「 」を醸成する。 豊かな心

２ 高森の地域性を生かした「 」を推進する。 地域とともにある学校づくり

３ 高森町行政と連携した「 」を推進する。 教育環境の整備

４ 高森町教職員の資質を高める「 」を図る。 高森町教育研究会の活性化

①町を挙げて 
首長、町行政、町議会の理解と支援、そして連携 

 

②風に乗る 
教育のトレンドを素早く読み、とらえ、取り入れる 

③国や県の動向を見据える 
国や県の施策、規制緩和の波に乗る 

コミュニティ・スクールを基盤とした 

小中一貫教育・ふるさと教育 



○施策の概要 
１ コミュニティ・スクールの導入 
 （１）研究推進・・・文部科学省委託事業（Ｈ２４・Ｈ２５・Ｈ２６） 
 （２）指定・・・平成２６年４月１日（学校運営協議会の設置） 
    ① 高森東学園学校運営協議会（高森東中学校区） 
   ② 高森中央学園学校運営協議会（高森中学校区） 
 （３）平成２７年度からの文部科学省委託事業 
    「首長部局との協働による新たな学校モデル構築事業」 

２ 小中一貫教育の導入 
（１）小中兼務辞令（県教委：Ｈ２４～）・・・高森東学園・高森中央学園構想 
（２）小学校からの英語教育導入による英語教育の強化 

①「わくわくイングリッシュ」の創設・・・文科省教育課程特例校（Ｈ２５） 
②小中学校９ヵ年の英語教育の体系化 

（３）小中一貫教育カリキュラムの研究 
①各教科・領域における小中の接続及び中１ギャップの解消 

（４）平成２７年度からの文部科学省委託事業 
   「英語教育強化地域拠点事業」・・・町内４校、文部科学省研究開発学校指定 

３ ふるさと教育の推進 
（１）「高森ふるさと学」の創設・・・文部科学省教育課程特例校（Ｈ２５～） 
（２）「私たちの高森町」の作成（Ｈ２４）・・・小学校社会科副読本 
（３）「高森の心」の作成（Ｈ２５・２６）・・・小中学校道徳教育副読本 

（４）教育指導員の配置（Ｈ２４～） 

４ 教育環境の整備 
（１）ＩＣＴ環境の整備 
  ①電子黒板の導入（４６台）・・・全小中学校普通教室２７台（Ｈ２４） 

特別教室１２台（Ｈ２５-５台・Ｈ２８-７台） 
特別支援学級４台（Ｈ２８）体育館等３台（Ｈ２８）  

  ②デジタル教科書の導入・・・全小中学校各教科（Ｈ２４） 
  ③タブレットＰＣの導入（３９０台）・・・全小中学校１２０台（Ｈ２５・寄贈） 
                  全小中学校２７０台（Ｈ２６・内３０台寄贈） 
  ④校務支援システム「ゆうｎｅｔ」（県教委）の導入・・・全小中学校（Ｈ２４） 

  ⑤教務支援システムの導入・・・全小中学校（Ｈ２４） 
  ⑥学校図書館管理システムの導入・・・全小中学校（Ｈ２３） 
  ⑦学校ＣＭＳ（県教委）の導入・・・全小中学校（Ｈ２５） 
  ⑧教育ＣＩＯの導入・・・教委に現職教員を補佐官（審議員）で配置（Ｈ２６～） 
（２）町費負担教職員の配置 

①高森東小学校複式学級の解消（Ｈ２４～） 
②高森中央小学校３５人学級の導入（Ｈ２５～）高森中学校３５人学級の導入（Ｈ２８～） 

（３）教育相談・子育て支援の充実 
  ①特別支援教育相談員の配置（Ｈ２４～） 
（４）Ｈ２７年度からの文部科学省委託事業 
   「人口減少社会におけるＩＣＴの活用による教育の質の維持向上に係る実証事業」 

５  高森町教育研究会の活性化 
 （１）校長を中心とした教職員の資質の向上 
 （２）高森町新教育プランの推進 
 
 

平成２４年３月第１次プラン 策定 

平成２７年３月第２次プラン 策定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研 究 主 題 

主体的・対話的で深い学びを生み出す 
学習指導の工夫・改善 

～２１世紀にふさわしいＩＣＴ環境を生かした課題解決型授業をとおして～ 

確かな学力と豊かな心を身につけた 

高森の子どもの育成 

課題解決学習のモデル化「たかもり学習」  

視点１学習課題および提示の工夫

●深い学びにつなげる学習課題の工夫 
◆地域に向けた提案型学習課題の設定 
◆多様な考えを引き出す学習課題の設定 
◆ねらいを明確にした具体的な学習課題 
 

●課題提示の工夫 
◆デジタル教科書の拡大提示 
◆興味・関心を高める写真・動画での課題提示 
◆図表・グラフ等の比較提示 
ｋあ 

たしかにつかむ 

導入 

教材との出会い 

課題把握 

かんがえる 

展開 前段 

一人学び 

個人思考 

もっとふかめる 

展開 後段 

協働的な学び 

集団思考 

ふりかえる 

終末 

理解・定着 

次時への発展 

視点３対話的な学びの推進 

●思考・表現ツールを用いた思考の深化 
◆活動の見通しを持った分類・整理 
◆目的や内容に応じた思考・表現ツールの選択 
◆思考・表現ツールの活用による要点の整理・統合 
 

●対話的な学びを生み出す遠隔学習 
◆グループの複数設定による対話的な学びの実現 
◆お互いの地域性や多様性を生かした遠隔学習 
◆児童たち自らがつないで交流しあう日常的活動 
ｋあ 

視点４新たな学びへの対応 

●コミュニケーション力の育成 
◆Ｗｅｂ共有ボードを活用した地域間交流 
◆地域での活動による情報収集能力の育成 
◆専門家へのプレゼンテーションをとおした 
情報発信力の育成 

 

●プログラミング教育の推進 
◆プログラミング的思考を深めるための課題設定 
◆ホワイトボードを活用したフローチャートの作成 
◆プログラムの改善におけるタブレット端末の活用 
ｋあ 
 

視点２個に応じた指導の工夫 

●個人思考の確保と充実 
◆自分のペースで学べるコンテンツの活用 
◆試行錯誤を支援するＩＣＴ活用 
◆個別の制作活動への支援 
 

●授業と家庭学習の連動 
◆教室と学校外をつなぐタブレット端末 
◆授業の題材として家庭で写真・動画撮影 
◆家庭でおこなうタブレット端末での授業まとめ 
ｋあ 

研究の構想 
 



課題解決学習のモデル化「たかもり学習」 
◆単位時間における学習過程の構造化 

◆教師と児童生徒の日常的な授業の振り返り 

◆構造的な板書で児童・生徒の思考や内容理解を深める 

 

 
◆授業チェックリストの開発・活用 

学習過程 生徒の皆さんが心がけること 先生方が気をつけていること 

導

入

５

分 

たしかに 

つかもう 

今日のめあて 

◎この時間の「めあて」を
確実につかみましょう。 

□本時のめあてをきちんとノートな

 どに書きましたか。 

□５０分間の学習の見通しは持てま

 したか。 

□ゴール（目標を達成した姿）が見え

 る「めあて」の工夫 

□前時を生かし、興味・関心を高める

 工夫 

□学習の見通しを持たせる工夫 

展

開

15

分 

かんがえよ

うまずは自分

で 

◎自分の力で課題や問題に
取り組みましょう。 

□自分の考えは持てましたか。 

□分からないことなどは先生に質問

 しましたか。 

□一度で分かる発問・指示 

□一人一人の学習状況を把握する机間

 指導 

展

開

20

分 

もっと 

深めよう 

仲間とともに 

◎学び合う中で自分の意見
や考えを 深めたり、広
げたりしましょう。 

□相手や場を意識して発表したり、 

聞いたりできましたか。（返事、声

の大きさ、目線、表情、拍手） 

□意見の出し合いだけに終わらず、 

自分の考えは深まりましたか。 

□展開に応じた効果的な学習形態と指

 導方法 

□新たな気づきや多様な考えを引き出

 す工夫 

□構造的な板書 

□ねらいの達成を確実にみとる精度の

 高い評価 

整

理

10

分 

振り返ろう 

今日の学びを 

◎学んだことを「めあて」
にそって 振り返り、ま
とめましょう。 

□新しい気づきはありましたか。 

□「分かった」「できた」という気 

持ちになりましたか。 

□「めあて」に即した振り返りと時間

 の確保 

□次時につながる教師のまとめ 

□本時の学びとリンクした家庭学習へ

の支援 

 



１－１ 深い学びにつなげる学習課題の工夫 
深い学びにつなげるためには、どのような学習課題を設定するかがポイントです。意図した課題

や多様な考えを引き出す課題を具体的な言葉で設定することが、深い学びへの第一歩です。 
 
【事例1−1①】地域に向けた提案型学習課題の設定 
 
小学校５年 社会    「社会を変える情報」 

ローカルチャンネルである高森ポイントチャンネ

ルの現状から「高森ポイントチャンネル改善計画を
提案しよう」という地域に向けた提案型学習課題を
設定し、情報ネットワークの活用について考える学
習を展開しました。 
提案することをゴールとしたことで、自分たちの

生活を見つめ直し、地域に必要な情報ネットワーク
を考えることができました。また、実際に提案をお
こなうことで、地域社会に参画する態度の育成につ
ながりました。 

 
【事例1−1②】多様な考えを引き出す学習課題の設定 
 
小学校６年 国語    「学級討論会をしよう」 

児童たちの関心の高い給食。そこで「私たちにと
って理想の昼食は弁当かそれとも給食か」という課
題設定をおこないました。 
それぞれの立場からメリット・デメリットを検討

し、プレゼンテーションソフトを活用して発表しま
した。討論会では、身近な生活から感じていること
をもとにした様々な意見が出され、家族や調理員の
方たちに対する感謝の気持ちを持つことができまし

た。また、自分たちの主張点を整理することの大切
さや効果的な提示の仕方についても学ぶことができ
ました。 

 
【事例1−1③】ねらいを明確にした具体的な学習課題 
 
中学校２年 理科    「化学変化と原子・分子」 

CO２中で Mg を燃焼させる実験前、「すぐに火は
消える」と考えた生徒の予想に反して、Mg は激し
く燃えた。「なぜ？」という生徒の反応から、「どの
ような化学変化が起こったのだろう？」という課題

設定をおこないました。 
CO２中でMgを燃焼させた後にできた黒い物質の

正体について、原子モデルを操作しながら相手を説
得・納得させていく対話的な学びによって、化学反
応式の理解が深まりました。  

視点１：学習課題および提示の工夫 



１－２ 課題提示の工夫 
 電子黒板や実物投影機、またデジタル教科書や映像等のＩＣＴを活用して提示の方法を工夫す

ることにより、児童生徒の興味・関心を高める導入等をおこなうことができます。 

 

【事例1−2①】デジタル教科書の拡大提示  

                                        
小学校１年 算数           「たし算」 

単元の導入において、デジタル教科書のアニメー
ション機能を活用して課題提示をおこないました。
文章問題を読んだ後、課題を拡大提示することで、
児童の興味・関心を高めることができました。             
特に低学年では、拡大提示することで、文章を読

むことが苦手な児童に対しても課題を明確に把握さ
せることができ、課題解決への見通しを持った学習
活動につなげることができました。 

   

 

【事例1−2②】興味・関心を高める写真・動画での課題提示 
 
中学校３年 技術  

「プログラムによる計測・制御」 

自動ブレーキシステム搭載車が、壁にぶつかる前
に停車する様子は動画で、センサによって制御され
たミニチュアカーが停車するところは実物を教室で
見せることで、「ぶつからない車はどんな仕組みなの
だろう？」という課題を設定しました。動画や実物
で自動ブレーキシステム搭載車の動きを見せること

で、生徒の課題に対する興味・関心が高まり、課題
を正確に把握することができました。 
 

【事例1−2③】図表・グラフ等の比較提示 
 
小学校６年 社会  

「縄文のむらから古墳のくにへ」                    
時代の変化を具体的に読み取らせるために、デジ

タル教科書の縄文時代と弥生時代の様子を表した挿
絵を比較して提示しました。 

資料を比較提示することで、資料の違いや変化を
つかみやすくすることができ、学び合いの場面にお
いても自分の気づきを資料に書き込みながら説明す
ることで、全体で意見の共有を図ることができまし
た。 

 

主体的で対話的な深い学びを実現するためには、児童・生徒の実態に合った課題設定とそ

の把握が重要です。教師のねらいによって様々な工夫をおこなっています。 


